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「
小
鹿
三
徳
地
域
協
議
会
要
望
会
」
が

七
月
三
日
に
開
催
さ
れ
、
朝
倉
聡
小
鹿
地

域
協
議
会
長
ら
関
係
者
七
人
が
、
鳥
取
県

庁
と
中
部
総
合
事
務
所
を
訪
れ
、
草
野
愼

一
県
土
整
備
部
長
や
吉
川
寿
明
中
部
総
合

事
務
所
長
に
要
望
書
を
手
渡
し
、
小
鹿
三

徳
地
域
内
の
切
実
な
道
路
整
備
の
問
題
に

つ
い
て
、
要
望
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。 

 

要
望
書
の
う
ち
特
に
、
小
鹿
地
区
に
関

係
す
る
も
の
と
し
て
は
「
片
柴
橋
の
改

修
」
と
「
中
津
集
落
か
ら
大
規
模
林
道
間

の
道
路
拡
幅
」
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
う
ち
、「
片
柴
橋
の
改
修
」
の
要

望
に
つ
い
て
は
、
一
般
県
道
三
朝
中
線
の

道
路
改
良
に
つ
い
て
現
在
、
西
小
鹿
橋
の

架
け
替
え
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
一

路
線
二
か
所
の
改
良
は
困
難
だ
が
、
西
小

鹿
橋
の
工
事
に
目
途
が
つ
き
し
だ
い
に
、

「
片
柴
橋
の
改
修
」
を
進
め
た
い
。「
中

津
・
大
規
模
林
道
間
の
道
路
拡
幅
」
に
つ

い
て
は
現
在
、
橋
の
架
け
替
え
工
事
を
進

め
て
お
り
引
き
続
き
、
努
力
し
た
い
と
い

う
回
答
で
し
た
。 

小
鹿
地
域
協
議
会
で
は
、
両
要
望
と
も

地
域
住
民
の
安
全
な
生
活
に
欠
か
せ
な
い

問
題
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
三
徳
地
域
協

議
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
要
望
活
動
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

大
勢
参
加
し
て
く
だ
さ
い 
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五
十
年
に
わ
た
っ
て
小
鹿
地
域
の
皆
さ

ん
に
親
し
ま
れ
て
き
た
東
小
学
校
区
大
運

動
会
に
替
わ
っ
て
今
年
は
「
小
鹿
・
三
徳

地
域
ふ
れ
あ
い
運
動
会
（
仮
称
）」
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

運
動
会
の
日
程
は
、
九
月
八
日
（
日
）

の
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で
。
会
場
は
三
徳

セ
ン
タ
ー
で
す
。 

 

運
動
会
の
種
目
は
、
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
、
男
性
で
も
女
性
で
も
お
気
軽
に
参

加
で
き
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
競
技
。
小

鹿
地
域
で
は
、
三
チ
ー
ム
の
出
場
を
予
定

し
て
い
ま
す
。 

小
学
校
統
合
後
も
小
鹿
・
三
徳
の
両
地

区
が
連
携
・
協
力
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
大
勢
の
皆
さ
ん
が
運
動
会
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。 

 
 意

識
と
行
動
の
ず
れ
に
ご
注
意 

 
 

 

高
齢
者
の
安
全
運
転
に
つ
い
て
考
え
る
会 

 

「
高
齢
者
の
安
全
運
転
に
つ
い
て
考
え

る
会
」
が
六
月
二
十
一
日
に
バ
ン
ビ
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
地
域
住
民
二
十
四
人
が

参
加
。
倉
吉
警
察
署
や
三
朝
町
の
危
機
管

理
局
職
員
か
ら
話
を
聞
き
な
が
ら
、
高
齢

者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
や
運
転
免
許

証
の
自
主
返
納
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、「
も
の
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
」
や

ビ
デ
オ
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
学
習
し
た

後
、
倉
吉
警
察
署
の
職
員
が
「
高
齢
に
な

る
と
意
識
と
行
動
の
ず
れ
が
で
て
く
る
の

で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛

け
ま
し
た
。
ま
た
、
倉
吉
警
察
署
や
三
朝

町
健
康
福
祉
課
か
ら
高
齢
者
が
自
主
的
に

運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
場
合
の
支
援
策

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

       
   

協
議
会
の
事
務
員
に
村
岡
さ
ん 

 

小
鹿
地
域
協
議
会
の
事
務
員
と
し
て
、

八
月
一
日
か
ら
東
小
鹿
の
村
岡
麻
梨
さ
ん

に
勤
務
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

 

村
岡
さ
ん
は
、
原
則
と
し
て
毎
週
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
十
一
時
三
十
分
ま
で
の
三
時
間
、
バ

ン
ビ
セ
ン
タ
ー
で
、
事
務
仕
事
を
担
当
さ

れ
ま
す
の
で
、
バ
ン
ビ
セ
ン
タ
ー
の
利
用

や
、
日
程
の
確
認
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

小
鹿
地
域
協
議
会
だ
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
鹿
地
域
協
議
会
（
令
和
元
年
八
月
） 

    

片柴橋の改修などについて活発に要望 

高齢者の安全運転について熱心に学んだ 


